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1.  平成22年3月期第3四半期の連結業績（平成21年4月1日～平成21年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期第3四半期 17,040 4.6 △269 ― △95 ― △126 ―

21年3月期第3四半期 16,288 ― 6 ― 48 ― △61 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年3月期第3四半期 △11.96 ―

21年3月期第3四半期 △5.81 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期第3四半期 28,062 24,180 86.2 2,281.61
21年3月期 29,372 24,662 84.0 2,327.04

（参考） 自己資本   22年3月期第3四半期  24,180百万円 21年3月期  24,662百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年3月期 ― 18.00 ― 18.00 36.00
22年3月期 ― 15.00 ―

22年3月期 
（予想）

15.00 30.00

3.  平成22年3月期の連結業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  有  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 24,500 △6.6 100 △89.8 300 △71.2 150 71.3 14.15
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4.  その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
（注）詳細は，５ページ【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他をご覧ください。 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

（注）詳細は，５ページ【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

※ 業績予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであります。 
  実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。 

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期第3四半期 10,903,240株 21年3月期  10,903,240株

② 期末自己株式数 22年3月期第3四半期  305,045株 21年3月期  304,964株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年3月期第3四半期 10,598,234株 21年3月期第3四半期 10,597,608株
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【定性的情報・財務諸表等】 

１．連結経営成績に関する定性的情報 

当第３四半期連結累計期間の国内経済は、経済対策の効果や在庫調整の一巡等により、景気指標の

一部に持ち直しの兆しが見え始めたものの、企業収益の低迷、設備投資の抑制、雇用環境の悪化等に

加え、円高とデフレの進行により、依然として厳しい状況で推移しました。 

間仕切業界におきましても、企業業績の悪化、設備投資意欲の減退から、民間需要の減少傾向は依

然として継続しており、不況の長期化は当業界にとって深刻な影響を及ぼしています。 

このような情勢の中、当社グループは、関連市場であるドア市場へ積極的に進出するとともに、設

計指定活動を一層推進し、新規優良顧客の開拓、休眠顧客の掘り起こし、営業活動による小口物件の

積極的な受注の増大に努めてまいりました。しかしながら民間企業の設備投資意欲減退の影響は大き

く、当第３四半期連結累計期間の受注高は、前年同期比２４.４％減少となりました。 

売上高につきましては、事務所・オフィス向けを中心とした民間需要が低迷し、可動間仕切が前年

同期比２２.４％、ロー間仕切が２７.５％減少しましたが、学校・体育施設、福祉・厚生施設等への

納入量が増大し、トイレブースは前年同期比３.６％、移動間仕切は２５.６％増加し、軽量ドア、学

校間仕切が堅調に推移したことにより、固定間仕切は４１.６％の増加となりました。今年度からの

工事進行基準の適用に伴う影響もあり、売上高全体としては、前年同期比４.６％増加しました。 

利益面につきましては、販売費及び一般管理費の削減に努めたものの、競争激化や高収益物件の受

注が低調であったことなどから、当第３四半期連結累計期間は、営業損失２億６９百万円、経常損失

９５百万円、四半期純損失１億２６百万円といずれも前年同期を下回る結果となりました。 

なお、今期より売上計上の基準を、工事完成基準から工事進行基準に変更しております。その影響

による当第３四半期連結累計期間の売上高増加額は２９億４１百万円となりました。従前の工事完成

基準における当第３四半期連結累計期間の品目別の売上高、受注高、受注残高の状況につきましては

以下の２）のとおりであります。 

 
１） 品目別売上高、受注高及び受注残高（工事進行基準適用） 

（単位：百万円） 

当第３四半期連結累計期間 

（自 平成２１年 ４月 １日） 

（至 平成２１年１２月３１日） 

売 上 高 受 注 高 受 注 残 高 

    期 別 

 

 

 

 品 目 金  額 
前年同

期比(%)
金  額 

前年同

期比(%)
金  額 

前年同

期比(%)

可 動 間 仕 切 ４，４６７ 77.6 ４，３６９ 72.1 １，２１７ 56.3

固 定 間 仕 切 ５，９０６ 141.6 ４，９５２ 67.5 ４，１６１ 59.8

ト イ レ ブ ー ス ３，３００ 103.6 ３，５１２ 84.7 １，７１０ 68.7

移 動 間 仕 切 ２，３１６ 125.6 ２，３８１ 90.5 １，５３３ 66.9

ロ ー 間 仕 切 ４５４ 72.5 ４４０ 71.7 ４４ 56.9

そ の 他 ５９４ 84.5 ６２３ 85.9 １４５ 66.9

合   計 １７，０４０ 104.6 １６，２７９ 75.6 ８，８１３ 62.0
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２）品目別売上高、受注高及び受注残高（従前の工事完成基準適用） 
（単位：百万円） 

当第３四半期連結累計期間 

（自 平成２１年 ４月 １日） 

（至 平成２１年１２月３１日） 

売 上 高 受 注 高 受 注 残 高 

    期 別 

 

 

 

 品 目 金  額 
前年同

期比(%)
金  額 

前年同

期比(%)
金  額 

前年同

期比(%)

可 動 間 仕 切 ４，０５５ 70.4 ４，３６９ 72.1 １，６２９ 75.3

固 定 間 仕 切 ４，４５７ 106.9 ４，９５２ 67.5 ５，６１０ 80.6

ト イ レ ブ ー ス ２，７４７ 86.2 ３，５１２ 84.7 ２，２６３ 90.9

移 動 間 仕 切 １，８３４ 99.5 ２，３８１ 90.5 ２，０１５ 87.9

ロ ー 間 仕 切 ４４０ 70.2 ４４０ 71.7 ５９ 75.0

そ の 他 ５６３ 80.1 ６２３ 85.9 １７６ 81.0

合   計 １４，０９９ 86.6 １６，２７９ 75.6 １１，７５４ 82.7

 

２．連結財政状態に関する定性的情報 

当第３四半期連結会計期間末の財政状態は、総資産は２８０億６２百万円となり、前連結会計年度末と

比較して１３億９百万円の減少となりました。 

資産の部では、流動資産は１７２億８３百万円となり、前連結会計年度末と比較して５億９０百万円の減

少となりました。これは主に現金及び預金の５億５６百万円、有価証券３億円の増加等と、受取手形及び売

掛金の１１億３３百万円、未成工事５億９２百万円の減少等であります。固定資産は１０７億７９百万円と

なり、前連結会計年度末と比較して７億１９百万円の減少となりました。これは主に保険積立金の７億８０

百万円の減少であります。 

負債の部では、流動負債は２４億８４百万円となり、前連結会計年度末と比較して８億５１百万円の減少

となりました。これは主に買掛金の３億５５百万円、賞与引当金の３億９０百万円の減少等であります。固

定負債は、１３億９７百万円と前連結会計年度末と比較して２３百万円の増加となりました。 

純資産の部は、利益剰余金４億７６百万円の減少等から２４１億８０百万円となり前連結会計年度末と比較

して４億８１百万円減少しました。以上の結果、自己資本比率は８６.２％と２.２ポイント改善しました。 

当第３四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、３８億９４百万

円となり、前連結会計年度末に比べ７億５６百万円の増加となりました。なお、当第３四半期連結累計期

間における連結キャッシュ・フローの状況は以下のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動により増加した資金は７億６７百万円となりました。これは主に、減価償却費３億７５百万円、

売上債権の減少額１０億９８百万円、たな卸資産の減少額５億５８百万円等による増加と、仕入債務の減

少額３億５５百万円等の減少によるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動の結果増加した資金は、３億３８百万円となりました。これは主に、有価証券の取得による支

出が３億円、有形固定資産の取得による支出が２億７４百万円、無形固定資産の取得による支出が１億４９

百万円、定期預金の払戻と預入に伴う純収入２億円、保険積立金の払戻による収入１０億８８百万円等に
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よるものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動の結果使用した資金は、３億４９百万円となりました。これは配当金の支払額によるものであ

ります。 

 

３．連結業績予想に関する定性的情報 

今後においても景気の急激な回復は見込めず、厳しい経営環境が続くものと予想され、通期の業績予想

の見直しを行い、平成２１年１０月１４日発表の予想を修正いたしました。 

詳細は、平成２２年１月１８日付「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照下さい。 

 

４．その他 

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 

 該当事項はありません。 

 

（２）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

 ①たな卸資産の評価方法 

  当第３四半期連結会計期間末のたな卸高の算出に関しては、実地たな卸を省略し、第２四半期連結会

計期間末の実地たな卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。 

 

（３）四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

①工事契約に関する会計基準 

  請負工事に係る収益の計上基準については、従来、工事完成基準を適用しておりましたが、「工事契約

に関する会計基準」（企業会計基準第 15 号 平成 19 年 12 月 27 日）及び「工事契約に関する会計基準の

適用指針」（企業会計基準適用指針第 18 号 平成 19 年 12 月 27 日）を第１四半期連結会計期間より適用

し、第１四半期連結会計期間に着手した工事契約から、当第３四半期連結会計期間末までの進捗部分に

ついて成果の確実性が認められる工事については工事進行基準（工事の進捗率の見積りは原価比例法）

を適用しております。 

これにより、当第３四半期連結累計期間の売上高は 2,941 百万円増加し、営業損失、経常損失及び税

金等調整前四半期純損失は、それぞれ 544 百万円減少しております。 

  

(追加情報) 

役員退職慰労金制度の廃止 

当社及び連結子会社は、役員の退職慰労金の支出に備えるため、役員退職慰労金内規に基づく要支給

額を計上しておりますが、平成２１年６月２５日開催の第４２期定時株主総会終結の時をもって、役員

退職慰労金制度を廃止し、当該総会終結時に在任する取締役及び監査役に対し、制度廃止までの在任期

間に対応する役員退職慰労金を打ち切り支給することといたしました。これに伴い、当該総会終結時以

降については新たな引当金の繰入はありません。
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5.【四半期連結財務諸表】 
(1)【四半期連結貸借対照表】 

(単位：百万円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 7,894 7,338

受取手形及び売掛金 7,417 8,550

有価証券 300 －

製品 89 108

仕掛品 143 103

未成工事 595 1,187

原材料及び貯蔵品 215 201

その他 698 434

貸倒引当金 △70 △51

流動資産合計 17,283 17,874

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 5,481 5,420

土地 3,636 3,636

その他 3,637 3,556

減価償却累計額 △5,951 △5,794

有形固定資産合計 6,803 6,819

無形固定資産 398 385

投資その他の資産   

保険積立金 2,359 3,140

その他 1,336 1,240

貸倒引当金 △119 △88

投資その他の資産合計 3,576 4,293

固定資産合計 10,779 11,498

資産合計 28,062 29,372

負債の部   

流動負債   

買掛金 1,138 1,494

未払法人税等 － 82

賞与引当金 251 641

その他 1,094 1,117

流動負債合計 2,484 3,335

固定負債   

退職給付引当金 1,129 1,016

役員退職慰労引当金 250 334

その他 17 22

固定負債合計 1,397 1,373

負債合計 3,881 4,709
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(単位：百万円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 3,099 3,099

資本剰余金 3,031 3,031

利益剰余金 18,515 18,991

自己株式 △461 △461

株主資本合計 24,185 24,661

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △4 0

評価・換算差額等合計 △4 0

純資産合計 24,180 24,662

負債純資産合計 28,062 29,372
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(2)【四半期連結損益計算書】 
【第３四半期連結累計期間】 

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 

 至 平成21年12月31日) 

売上高 16,288 17,040

売上原価 11,352 12,400

売上総利益 4,936 4,639

販売費及び一般管理費 4,929 4,908

営業利益又は営業損失（△） 6 △269

営業外収益   

受取利息 25 22

受取配当金 6 5

受取保険金 － 140

その他 26 20

営業外収益合計 58 188

営業外費用   

売上割引 16 15

その他 － 0

営業外費用合計 16 15

経常利益又は経常損失（△） 48 △95

特別利益   

固定資産売却益 7 1

特別利益合計 7 1

特別損失   

固定資産除売却損 12 17

特別損失合計 12 17

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

43 △112

法人税、住民税及び事業税 142 44

法人税等調整額 △37 △30

法人税等合計 105 14

四半期純損失（△） △61 △126
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 

 至 平成20年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

43 △112

減価償却費 401 375

貸倒引当金の増減額（△は減少） 6 49

受取利息及び受取配当金 △32 △27

売上債権の増減額（△は増加） 2,835 1,098

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,613 558

仕入債務の増減額（△は減少） △227 △355

退職給付引当金の増減額（△は減少） 101 112

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 6 △84

その他 342 △584

小計 1,863 1,029

利息及び配当金の受取額 36 35

法人税等の支払額 △602 △297

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,297 767

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有価証券の取得による支出 － △300

定期預金の預入による支出 △4,200 △4,500

定期預金の払戻による収入 3,300 4,700

有形固定資産の取得による支出 △173 △274

有形固定資産の売却による収入 39 2

無形固定資産の取得による支出 △133 △149

投資有価証券の売却による収入 10 －

保険積立金の払戻による収入 － 1,088

その他 △3 △227

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,160 338

財務活動によるキャッシュ・フロー   

自己株式の取得による支出 △0 △0

自己株式の売却による収入 4 －

配当金の支払額 △381 △349

財務活動によるキャッシュ・フロー △377 △349

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △240 756

現金及び現金同等物の期首残高 2,759 3,138

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,519 3,894
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（４）継続企業の前提に関する注記 

  該当事項はありません。 

 

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

  該当事項はありません。 
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